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作島



背景

• 様々な分野で「configuration」という言葉がある 
• テスト，仮想化，ソフトウェアの設定，機械学習 

• Configurationに関する活動に明確な関連性がなかった 

• Configurationに関連性が出てきた 

• お互いの分野が高度に相互作用していること 

→ configurationとは何かを包括的な視点で捉える必要がでてきた
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CI/CD，仮想化とコンテナ，IaC，DevOps



問題点
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configurationに関して 
孤立した見方

configurationに関して 
包括的な見方

configurationに関するソフトウェア工学の研究の 
一般性や適用可能性等が損なわれる

包括的な視点がない場合，

従来 必要な視点

• 現実的なconfiguration問題に 

対応することができる

• 一般性にかける結果になって
しまう



目的

• Configuration に関する研究の位置づけをするための 

フレームワークを提供 
• 研究者が自分たちの作業や研究をコンテキストの中に位置づけ， 

どのような要因を考慮する必要があるのか
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どのような要素がconfigurationを構成し 

どのように相互作用するのかを明らかにすること



研究の流れ

• フレームワーク作成 
• 開発者インタビュー + 2つの論文 [5][34] 

• フレームワークをもとに評価したい論文ごとに 

モデルを構築する 

• モデルの適応可能性を検証 
• 構成の側面に関連する異なる領域から16の追加研究論文（計18編）
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フレームワーク｜作成

• インタビュー (11名) 

• configurationに関する一般的な質問  

• 日常的なconfigurationに関連する作業 

• ベストプラクティスと改善のための領域 

• 論文  

• 「feature」という言葉の意味，使い方，解釈についての研究 [5] 

• 異なるソフトウェア成果物にまたがる構成オプションの作成・維持・
および使用に関する課題とベストプラクティスを明らかにした研究 [34]
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 フレームワーク｜8次元47要素
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複雑さ

黒：インタビュー


青：[5]


赤：[34]

意図

利害関係者

ライフサイクル 成果物

開発工程

種類

束縛時間



 フレームワーク｜Type
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エンドユーザの視点から要求に 
応じてカスタマイズするなど

1. ドメイン固有のconfiguration 
2. 技術的なconfiguration 
・インフラストラクチャのconfiguration 
・開発のconfiguration

データベース接続，ポート開放，
環境変数指定などのソフトウェア

システムの調整

ツールの設定、テスト・デプロイ
プロセスの自動化(CI/CD)



フレームワーク｜Life Cycle
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構成オプションの作成からバインディングを超えた保守
から非推奨に至るまでの全てのライフサイクルの段階

ソースコードを変更することなく構成オプションの値を変更することで
メモリ制限や機能の有効化/無効化など様々な状況に適応できる



フレームワーク｜Binding Time
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設定オプションを特定の値にバインドするイベントのこと

イベントの範囲をどこまでにするかで調査結果は大きく変わってくる


(ビルド時間、デプロイ時間，ロード時間と実行時間)



フレームワーク｜モデル適応例

性能最適化を目的としエンドユーザがどのようにオプションを設定 

しているかを実行時のオプションのみで分析した研究

11

• 他の4次元について言及されていないことがわかる

意図 実行時オプション利害関係者

configurationを含む研究における 

曖昧さや欠陥した次元を特定することに役立つ

論文内容



モデル検証｜パフォーマンス最適化の研究 [22][26]

• Stage次元がない  

→ どの段階のパフォーマンスが最適化されるのかが不明 

• infrastructureタイプがパフォーマンスに影響を与えるにも関わらず 

考慮されていない 

→ それに伴うconfigurationアーティファクトも考慮する必要がでてくる
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18の論文を用いて検証を行い 

曖昧さや欠落する次元の特定ができた



まとめ

• Configurationの定義等が曖昧で関連する研究の 

一般性が損なわれている 

• Configurationに関する研究の位置づけをするための 

フレームワークを提供 
• 8つの次元，47の要素 

• フレームワークからモデルを作成することで，研究の曖
昧性や欠落している次元を特定できる
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所感

• 構成オプションという言葉を初めて聞いた 
• Configurationという言葉は多くの分野で耳にするため 

• 他の研究から言葉が多く引用されていたり，追加資料
等が多く，理解するには時間が必要であると感じた．
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補足
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 調査結果｜Intent
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一般的に設定オプションは機能動作を 
調整するために導入されている

どういう意図で設定オプションを導入しているのか



 調査結果｜Stage

17

特定の環境にのみ設定を適用する
ための構造的な方法が必要

どのオプションがどのような環境で有効であり，
関連性があるのかを記述する方法が必要



 調査結果｜Artifact
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設定コード 
ビルドスクリプト，コンテナの記述(Dockerfile)，自動化ス

クリプト(AnsibleのplaybookやJenkinsファイル)

プロパティファイルやiniファイルなどのシンプル
なものが好まれる



 調査結果｜Stackholder
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ユーザ，運用担当者，開発者

基盤となるハードウェアシステム，OS，ファイ
アウォール，その他環境やインフラ関係システム

の保守・運用・設計

DevOpsによって役割の区分が曖昧になっている 
開発者がソフトウェアシステムの環境設定や， 
インフラストラクチャに責任を持つようになった


